
 

こども食堂における食育推進・生活習慣改善支援と 

幼児・学童期からの生活困窮世帯への関わりに関する調査 

【集計結果】 

 

＊計 440名から回答ありましたが、 

「1.私はアンケートに協力します」にチェックくださった方 388件の集計です。 
 

このたびは、調査にご理解・ご協力くださりありがとうございます。 

遅くなりましたが、集計結果について報告します。 

私たちは、生活困窮者と次世代家族への健康管理支援における保健師の役割について検

討してきました。これまでの調査で、生活困窮家庭で育つも経済的自立できた後、糖尿病

の診断・腎透析となった方の後悔を把握してきたことが契機です。生活困窮と糖尿病等重

症化の連鎖の基底には、不適切な生活習慣があります。逆に食行動の選択のリテラシー、

セルフケア能力を獲得すれば「貧困と疾病」の負の連鎖を断つことができます。生涯を通

した生活習慣改善とセルフケア能力獲得に向け、幼児・学童期から関わる必要性から、こ

ども食堂における幼児・学童期からの食育推進・生活習慣改善支援に関して、まずはこど

も食堂運営団体の皆様からご意見をいただきました。 

調査では、生活困窮者に限らずすべての幼児・学童期からの食育推進・生活習慣改善支援

についてお伺いしました。こどもに限らず全年代に対する地域食堂としての運営も記載く

ださるなど、様々な立場からの実践・意見を頂戴し、私たちの視野が広がりました。 

お礼も含めて、ここに調査結果について報告します。 

 

Ⅰ. 回答の同意 回答者数 回答者率 

 1.私はアンケートに協力します。 388 88.4 

  回答無 52 11.8 

  合計 440 100.0 
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